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	応用
	抗原情報
	背景
	カルパインはカルシウム活性化中性プロテアーゼであり、非リソソーム性の細胞内システインプロテアーゼです。哺乳類のカルパインには、普遍性、胃特異的、および筋肉特異的なタンパク質が含まれます。これらの普遍性酵素は、共通の小さな調節サブユニットと関連する、異なる大きな触媒サブユニットを持つヘテロ二量体で構成されています。この遺伝子は、普遍性酵素であるカルパイン2の大きなサブユニットをコードしています。5' UTRには複数の異種転写開始部位が報告されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年3月]、触媒活性:広いエンドペプチダーゼ特異性。、補因子:3つのカルシウムイオンを結合します。、酵素調節:200～1000マイクロモル濃度のカルシウムによって活性化され、カルパスタチンによって阻害されます。、機能:細胞骨格のリモデリングとシグナル伝達に関与する基質の限定的なタンパク質分解を触媒する、カルシウム調節性非リソソーム性チオールプロテアーゼ。、配列注意:配列が汚染されています。潜在的なポリA配列。,類似性:ペプチダーゼC2ファミリーに属します。,類似性:1つのカルパイン触媒ドメインを含みます。,類似性:3つのEFハンドドメインを含みます。,細胞内局在:Ca(2+)結合により細胞膜に移行します。,サブユニット:小型（調節）サブユニット（CAPNS1）とヘテロ二量体を形成します。,組織特異性:遍在性。,
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	パラフィン包埋ヒト脳組織におけるカルパイン 2 抗体の免疫組織化学分析。

